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◇あとがき◇
　「小児外科はコンビニ外科や」と私の小児外科
の師匠（故井村賢治先生）がよく仰っていまし
た。心臓血管外科，呼吸器外科，肝胆膵外科な
ど高級ブランドに比べ，いつでもどこでも駆け
つける 24時間営業の「小児外科」を少し自嘲気
味に，しかしながら少し誇らしげに「コンビニ」
と表現されていたのだと思います。引退を前に
自分のキャリアを振り返りつつ，「コンビニ外
科医」でいて本当に幸せだったと感じる今日こ
の頃です。
　今回は第 122回東京小児外科研究会の特集号
です。テーマとして「気胸・膿胸」を取り上げ
ました。多くの病院において子どもの気胸が発
生したら，小児外科医が呼ばれドレナージを
行っているのではないでしょうか。NICUの超
低出生体重児から，救急外来の成人並みの体格
の中高生までさまざまな体格に対応しなければ
いけません。ブラ切除を行うのも小児外科医で
すし，膿胸のドレナージや剝皮術を行うことも
求められます。まさに「コンビニ外科診療」だ
と思います。私の施設でも，「気胸・膿胸」症例
が発生したら真っ先に小児外科にコールがあり
ます。NICUでドキドキしながら若手が低出生
体重児にドレーンを挿入してくれています。片
側に 2本，3本とドレーンを留置することも珍
しくありません。
　しかしながら，われわれ小児外科医は呼吸器
外科の先生に比べて経験値が不足しています。
そこで今回みんなで一緒に勉強しようと企んで
「気胸・膿胸」をテーマにさせていただきまし
た。期待通り，みなさまから多くの興味深い演
題をいただくことができました。また特別講演
として，日産玉川病院呼吸器外科部長・気胸研
究センター長の栗原正利先生に最新の気胸治療
について大変貴重なレクチャーを行っていただ
きました。私自身，たくさんの学びを得ること
ができ，手前味噌ではありますが，充実した研
究会が開催できたのではないかと考えています。
　研究会の内容をこうして雑誌「小児外科」に
残せることを嬉しく思います。ご執筆くださっ
た先生方に改めてこころより感謝申し上げま
す。お読みいただいた若手の先生方がより充実
した気胸・膿胸の「コンビニ外科」診療を担っ
てくださることを願いつつ稿を終えることにい
たします。 （米田光宏）
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